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　四日市大学の岩崎学長をお迎えし、昨年12月4日(日)に開催されたまちづくり研修会「今後の

地域づくりに果たす自治会とまちづくり協議会の関係、役割を考える」では、私たちに今後の地域

づくり、地域活動に向けての新しい視点を示唆していただきました。

　自治会は、近隣住民が構成する最も身近で基礎的な住民団体であり、住民の親睦や防犯・防災活
動、相互扶助活動を主体とするコミュニティ活動の基本的な部分を担っており、地域にとって欠
くことのできない存在である。
　自治会は、コミュニティの中核となるものであり、また個人やグループ、ボランティアの活動と
自治会が相互に連携し、多様な課題に取り組む場合も多く、その役割も重要だと考えられる。

　今後のために、①市民はできるところからやる。②個人のほんのちょっとした地域との係わり
を持ち寄る場を作る。③市民として、少し地域について自覚的になるとともに、地域で生きていく
ことへのささやかな覚悟を持つ。このことが「ゆるやかに」地域社会に関わることへの出発点にな
り、地域づくりを進めていくプロセスの原動力になる。などと、岩崎学長は示されました。
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令和５年度城南地区自治会連合会役員及び各自治会長のご紹介

会　長 石川　久美 (城南萱町自治会長)
副会長　伊藤　優  (和泉八丁目自治会長)

宮田　正人  (立田町自治会長)

副会長

副会長
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安永一丁目

安永二丁目
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安永宮西町
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和泉七丁目第一

和泉七丁目第二

小泉第一

小泉第二

江場中野町一丁目

江場中野町三丁目南

江場中野町三丁目北

江場中野町三丁目中

江場中野町五丁目

大貝須

南福江

福地

福岡町

太平町

小貝須

小貝須浜

小貝須柳原一丁目

小貝須柳原三丁目

小貝須柳原五丁目

ヤスナガフィット

丹羽　智和

松岡　和人

　森　義夫

大西　千房

福田　慎司

出口　武彦

松川　和晃

中野美枝子

深津　和男

伊藤　篤司

寺本　晃二

伊藤　正道

諸戸　安雄

水谷　 聡

中西　 孝

伊藤　忠芳

仮屋　 亮

山下　洋一

髙野　広将

江口　政雄

高山日出男

伊藤　継次

大須賀弘文

岩田　和彦

森田　 稔

伊藤　孝治

三島　 靖

山下　卓己

内田　克治

水谷　 司

高橋　和久

安田　直生

中村　吉夫

都築　 進

上原　恭兵
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